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「
令
和
６
年
度
四
国
森
林
管
理
局
の
重
点
取
組
事
項
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
公
表

<

局
企
画
調
整
課>

４
月
12
日
、「
令
和
６
年
度
四
国
森
林

管
理
局
の
重
点
取
組
事
項
」
を
公
表
し

ま
し
た
。

四
国
森
林
管
理
局
は
、
本
年
度
に
お

い
て
も
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再

生
に
向
け
、
そ
の
組
織
・
人
材
・
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
後
述
す
る
「
新

し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の

推
進
や
、
適
切
な
森
林
整
備
に
よ
る
森

林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
、
花
粉
発
生

源
対
策
の
加
速
化
に
向
け
た
ス
ギ
人
工

林
の
伐
採
と
花
粉
の
少
な
い
苗
木
へ
の

植
替
え
、
民
有
林
へ
の
技
術
普
及
等
に

よ
る
森
林
・
林
業
政
策
全
体
の
推
進
を

通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
の
貢
献
、

国
民
の
森
林
と
し
て
の
国
有
林
の
管
理

経
営
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
１
】

「
新
し
い
林
業｣

の

　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
た
取
組 

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収

支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
可
能
と
す
る
「
新

し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
再
造

林
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る

た
め
、①
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
の
推
進
、②
下
刈
り
回
数
の
削
減
や

大
苗
の
導
入
、③
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
生
産
性
向
上
、④
ド
ロ
ー
ン
等
、
リ

ドローンを活用した資源解析

造林に関する各種課題を集約した
「見える化した試験地」での現地検討会

（嶺北署：吾川郡いの町）

面的複層林（嶺北署：南国市）

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に
よ
る
収
穫

調
査
等
の
効
率
化
⑤
林
業
の
安
全
性
の

向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、
有
効
的
な
手

法
に
つ
い
て
民
有
林
へ
の
普
及
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
２
】

多
様
で
健
全
な

　
　
森
林
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
地
球

温
暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
な
ど
、

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
複
層
林
や
針
広
混

交
林
へ
の
誘
導
な
ど
多
様
で
健
全
な
森

林
へ
の
誘
導
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
花
粉
発
生
源
対
策
の
加
速
化

に
向
け
、
県
が
設
定
す
る
「
ス
ギ
人
工

林
伐
採
重
点
区
域
」
を
含
む
市
町
村
に

所
在
す
る
「
特
に
効
率
的
な
施
業
を
推

進
す
る
森
林
」
に
該
当
す
る
国
有
林
を

「
重
点
区
域
に
準
じ
た
国
有
林
」
に
設
定

し
、
当
該
区
域
を
中
心
に
ス
ギ
人
工
林

の
伐
採
と
花
粉
の
少
な
い
苗
木
へ
の
植

替
え
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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現地検討会の様子
（安芸署：安芸郡北川村）

レーザスキャナを活用した出来形計測と検査
（四万十署：四万十町）

四国森林管理局
重点取組事項

南予森林アカデミー研修生による植付実習
（愛媛署：松野町）

【
取
組
事
項
３
】

森
林
・
林
業
を
担
う

　
　
　
　
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

将
来
の
森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
の

育
成
の
た
め
、
四
国
森
林
管
理
局
の
職

員
に
加
え
、
林
業
事
業
体
の
育
成
や
、

森
林
経
営
管
理
制
度
へ
の
対
応
等
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
市
町
村
林
業
担

当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
、
現
地

検
討
会
を
開
催
し
、
技
術
の
普
及
に
取

り
組
み
ま
す
。
今
年
度
は
、
各
署
等
で

７
回
の
現
地
検
討
会
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
国
森
林
管
理
局

職
員
の
研
修
を
活
用
し
た
「
市
町
村
林

業
担
当
者
実
務
研
修
」
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
高
知
県
立
林
業
大
学
校
、

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
や
南
予
林

業
ア
カ
デ
ミ
ー
に
対
し
、
国
有
林
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
研
修
の
場
と
し
て
提
供

し
、
国
有
林
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
、

作
業
実
習
へ
の
協
力
等
に
よ
り
支
援
を

行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
に
開
校
し
た
三
好

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
香
川
県
立
農
業

大
学
校
の
林
業
人
材
育
成
コ
ー
ス
に
対

し
て
も
、
講
師
の
派
遣
、
フ
ィ
ー
ル
ド

の
提
供
等
の
協
力
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
取
組
事
項
４
】

森
林
土
木
工
事
に
お
け
る

　
　
　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

森
林
土
木
工
事
に
お
い
て
は
、
発
注

者
・
受
注
者
双
方
の
負
担
軽
減
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
発
注
者
間
の
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
、
遠
隔

臨
場
な
ど
の
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

徳島県 香川県 愛媛県 高知県 計

伐採量 主伐 39千㎥ (36千㎥) 23千㎥ (22千㎥) 83千㎥ (86千㎥) 512千㎥ (495千㎥) 656千㎥ (638千㎥)

(収穫量) 間伐 11千㎥ (13千㎥) 3千㎥ (5千㎥) 85千㎥ (72千㎥) 222千㎥ (228千㎥) 322千㎥ (318千㎥)

木材供給量
（分育含まない）

製品
（丸太） 7千㎥ (6千㎥) 4千㎥ (4千㎥) 50千㎥ (49千㎥) 149千㎥ (141千㎥) 210千㎥ (200千㎥)

立木 17千㎥ (18千㎥) 9千㎥ (7千㎥) 31千㎥ (30千㎥) 179千㎥ (176千㎥) 236千㎥ (231千㎥)

植栽
(新植)

18ha (0ha) 21ha (17ha) 5ha (26ha) 143ha (167ha) 187ha (209ha)

森林整備 下刈り 5ha (5ha) 47ha (39ha) 74ha (46ha) 487ha (551ha) 614ha (641ha)

間伐 89ha (90ha) 29ha (33ha) 647ha (579ha) 1,775ha (1,508ha)2,540ha (2,210ha)

林道整備 新設 0m (65m) 0m (280m) 300m (0m) 530m (1,259m) 830m (1,604m)

国有林野内
直轄治山 5箇所 (6箇所) 3箇所 (3箇所) 2箇所 (3箇所) 19箇所 (23箇所) 29箇所 (35箇所)

治山事業 民有林野内
直轄治山 6箇所 (7箇所) － － － － 19箇所 (19箇所) 25箇所 (26箇所)

計 11箇所 (13箇所) 3箇所 (3箇所) 2箇所 (3箇所) 38箇所 (42箇所) 54箇所 (61箇所)

注１）事業量は、令和６年度当初予定の事業量で、令和５年度からの繰越事業量を含む。
（ ）内は令和５年度当初予定の事業量で、令和４年度からの繰越事業量を含む。

注２）各事業量は四捨五入により計が一致しない場合がある。

（参考）主要事業量（県別）について
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公
益
社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑
の
会

主
催
に
よ
り
、
毎
年
「
春
の
募
金
強
化

月
間
」（
３
月
１
日
〜
５
月
31
日
）
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
る
春
の
「
緑
の
募
金
」

街
頭
募
金
活
動
が
、
４
月
21
日
、
高
知
市

帯
屋
町
商
店
街
一
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
、
高
知
県
林
業
振
興
・

環
境
部
長
か
ら
祝
辞
を
兼
ね
た
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
街
頭
で
の
募
金
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
、
当
局
か
ら
参
加
し
た

宮
沢
森
林
整
備
部
長
も
、
緑
の
少
年
団

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
国
民
参
加
の
森

林
づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
小
雨

の
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
で
の
募

金
活
動
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々

が
足
を
止
め
、
心
の
こ
も
っ
た
募
金
を

い
た
だ
き
、
募
金
を
受
け
取
る
子
ど
も

た
ち
に
も
、
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

森
林
整
備
や
緑
化
推
進
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

４
月
17
日
、
徳
島
県
三
好
市
山
城
町

の
白
川
区
域
に
お
け
る
復
旧
治
山
工
事

施
工
箇
所
に
お
い
て
、
受
注
者
で
あ
る

（
株
）
山
全
と
嶺
北
森
林
管
理
署
の
共
催

の
も
と
、
法
面
工
事
を
担
う
（
有
）
エ

イ
ム
エ
ー
ス
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
の
事
業

者
で
あ
る
（
株
）
矢
野
商
店
の
協
力
を

得
て
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
資
材

運
搬
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
検
討
会
が
行
わ
れ
た
吉
野
川
上
流

地
区
白
川
区
域
は
、
平
成
30
年
７
月
豪

雨
時
に
約
1.4 

ha
の
山
腹
崩
壊
が
発
生
し

て
お
り
、
徳
島
県
が
災
害
復
旧
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
徳
島
県
等
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
、
令
和
３
年
度
よ

り
国
が
実
施
す
る
民
有
林
直
轄
治
山
事

業
と
し
て
着
手
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

高
所
掘
削
機
械
に
よ
る
法
切
工
、
現
場

吹
付
法
枠
工
を
施
工
し
て
お
り
、
現
場

吹
付
法
枠
工
を
施
工
す
る
区
間
は
、
幅

約
１
０
０
ｍ
、
高
低
差
約
90
ｍ
と
範
囲

が
広
く
、
効
率
的
な
資
材
運
搬
が
課
題

春
の
「
緑
の
募
金
」

　
　

  

街
頭
募
金
活
動

〜
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
〜

〈
局
技
術
普
及
課
〉

森
林
土
木
事
業
に
お
け
る

「
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た

  

資
材
運
搬
現
地
検
討
会
」

　
　
　
　
　

 

を
開
催

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

今
回
の
活
動
が
、
森
林
率
84
％
と
全

国
一
で
あ
る
高
知
県
に
お
い
て
、
さ
ら

に
多
く
の
方
が
森
林
保
全
へ
の
関
心
を

高
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
受
注
者
の
提

案
に
よ
り
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た

資
材
（
鉄
筋
等
）
の
運
搬
を
試
行
的
に

行
う
こ
と
か
ら
、
本
検
討
会
は
、
森
林

土
木
工
事
に
お
け
る
省
人
化
・
作
業
の

効
率
化
対
策
や
災
害
時
の
緊
急
支
援
物

資
の
運
搬
な
ど
へ
の
利
用
を
検
証
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
、
徳
島
県
、

三
好
市
、
関
係
事
業
体
、
森
林
管
理
局

署
職
員
な
ど
約
60
名
が
参
加
し
、
白
川

区
域
の
事
業
概
要
説
明
や
使
用
機
械
の

説
明
の
後
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
資

材
運
搬
状
況
の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

使
用
し
た
大
型
ド
ロ
ー
ン
は
、
最
大

積
載
量
が
40 

kg 

で
、
機
体
に
は
吊
り
下

げ
た
荷
物
の
荷
重
に
よ
る
機
体
の
揺
れ

を
防
ぐ
ス
イ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
リ
タ
ー
ン

ト
ゥ
ホ
ー
ム
機
能
に
お
い
て
は
、
従
来

の
ド
ロ
ー
ン
は
直
線
で
帰
っ
て
き
ま
す

が
、
今
回
使
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
は
、
通
っ

た
ル
ー
ト
の
軌
跡
を
辿
っ
て
帰
っ
て
く

る
と
い
う
長
距
離
で
の
輸
送
か
つ
安
全

性
を
備
え
て
い
ま
す
。

実
証
試
験
で
は
、
作
業
員
の
い
る
上

方
の
作
業
現
場
ま
で
ウ
ィ
ン
チ
シ
ス
テ

ム
で
吊
る
し
た
資
材
を
運
ん
だ
り
、
カ

ゴ
を
吊
る
し
て
ス
イ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
実
演
し
た
り
と
、
そ
の
安
全
性
や

機
体
に
備
え
ら
れ
た
機
能
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
に
備

え
付
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
が

モ
ニ
タ
ー
に
映
さ
れ
、
荷
物
の
揺
れ
や

角
度
、
荷
物
か
ら
地
面
ま
で
の
距
離
等

も
同
時
に
確
認
で
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
際
に
は
、
多
く
の
質
問

が
あ
り
、
今
回
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
等
協

力
し
て
い
た
だ
い
た(

株)

矢
野
商
店
よ

り
①
立
木
に
阻
ま
れ
た
場
所
で
は
ウ
ィ

ン
チ
の
ワ
イ
ヤ
ー
部
分
は
20
ｍ
伸
び
る
、

②
航
空
法
に
関
連
し
て
、
資
材
を
下
ろ

す
際
に
ひ
も
を
落
と
す
こ
と
は
落
下
・

投
下
に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
国
土
交
通

省
の
見
解
を
も
ら
っ
て
い
る
な
ど
の
回

答
を
い
た
だ
き
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
が
実
際
に

活
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学
し
、

使
い
方
か
ら
実
情
ま
で
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
の
運
用
ま
で

の
足
が
か
り
と
し
て
今
回
の
よ
う
な
検

討
会
の
開
催
は
大
変
有
意
義
で
あ
り
、

認
識
の
深
ま
り
や
導
入
の
推
進
に
貢
献

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
当
署
で
は
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
等
の

有
効
活
用
に
よ
る
省
人
化
お
よ
び
作
業

の
効
率
化
を
目
指
し
、
今
後
も
検
討
会

等
を
開
催
し
、
建
設
現
場
の
生
産
性
の

向
上
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
現
場
環

境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

グリーン四国 № 1250
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４
月
17
日
、
徳
島
県
三
好
市
山
城
町

の
白
川
区
域
に
お
け
る
復
旧
治
山
工
事

施
工
箇
所
に
お
い
て
、
受
注
者
で
あ
る

（
株
）
山
全
と
嶺
北
森
林
管
理
署
の
共
催

の
も
と
、
法
面
工
事
を
担
う
（
有
）
エ

イ
ム
エ
ー
ス
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
の
事
業

者
で
あ
る
（
株
）
矢
野
商
店
の
協
力
を

得
て
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
資
材

運
搬
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
検
討
会
が
行
わ
れ
た
吉
野
川
上
流

地
区
白
川
区
域
は
、
平
成
30
年
７
月
豪

雨
時
に
約
1.4 

ha
の
山
腹
崩
壊
が
発
生
し

て
お
り
、
徳
島
県
が
災
害
復
旧
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
徳
島
県
等
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
、
令
和
３
年
度
よ

り
国
が
実
施
す
る
民
有
林
直
轄
治
山
事

業
と
し
て
着
手
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

高
所
掘
削
機
械
に
よ
る
法
切
工
、
現
場

吹
付
法
枠
工
を
施
工
し
て
お
り
、
現
場

吹
付
法
枠
工
を
施
工
す
る
区
間
は
、
幅

約
１
０
０
ｍ
、
高
低
差
約
90
ｍ
と
範
囲

が
広
く
、
効
率
的
な
資
材
運
搬
が
課
題

グリーン四国 № 1250

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
受
注
者
の
提

案
に
よ
り
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た

資
材
（
鉄
筋
等
）
の
運
搬
を
試
行
的
に

行
う
こ
と
か
ら
、
本
検
討
会
は
、
森
林

土
木
工
事
に
お
け
る
省
人
化
・
作
業
の

効
率
化
対
策
や
災
害
時
の
緊
急
支
援
物

資
の
運
搬
な
ど
へ
の
利
用
を
検
証
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
、
徳
島
県
、

三
好
市
、
関
係
事
業
体
、
森
林
管
理
局

署
職
員
な
ど
約
60
名
が
参
加
し
、
白
川

区
域
の
事
業
概
要
説
明
や
使
用
機
械
の

説
明
の
後
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
資

材
運
搬
状
況
の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

使
用
し
た
大
型
ド
ロ
ー
ン
は
、
最
大

積
載
量
が
40 

kg 

で
、
機
体
に
は
吊
り
下

げ
た
荷
物
の
荷
重
に
よ
る
機
体
の
揺
れ

を
防
ぐ
ス
イ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
リ
タ
ー
ン

ト
ゥ
ホ
ー
ム
機
能
に
お
い
て
は
、
従
来

の
ド
ロ
ー
ン
は
直
線
で
帰
っ
て
き
ま
す

が
、
今
回
使
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
は
、
通
っ

た
ル
ー
ト
の
軌
跡
を
辿
っ
て
帰
っ
て
く

る
と
い
う
長
距
離
で
の
輸
送
か
つ
安
全

性
を
備
え
て
い
ま
す
。

実
証
試
験
で
は
、
作
業
員
の
い
る
上

方
の
作
業
現
場
ま
で
ウ
ィ
ン
チ
シ
ス
テ

ム
で
吊
る
し
た
資
材
を
運
ん
だ
り
、
カ

ゴ
を
吊
る
し
て
ス
イ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
実
演
し
た
り
と
、
そ
の
安
全
性
や

機
体
に
備
え
ら
れ
た
機
能
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
に
備

え
付
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
が

モ
ニ
タ
ー
に
映
さ
れ
、
荷
物
の
揺
れ
や

角
度
、
荷
物
か
ら
地
面
ま
で
の
距
離
等

も
同
時
に
確
認
で
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
際
に
は
、
多
く
の
質
問

が
あ
り
、
今
回
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
等
協

力
し
て
い
た
だ
い
た(

株)

矢
野
商
店
よ

り
①
立
木
に
阻
ま
れ
た
場
所
で
は
ウ
ィ

ン
チ
の
ワ
イ
ヤ
ー
部
分
は
20
ｍ
伸
び
る
、

②
航
空
法
に
関
連
し
て
、
資
材
を
下
ろ

す
際
に
ひ
も
を
落
と
す
こ
と
は
落
下
・

投
下
に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
国
土
交
通

省
の
見
解
を
も
ら
っ
て
い
る
な
ど
の
回

答
を
い
た
だ
き
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
が
実
際
に

活
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学
し
、

使
い
方
か
ら
実
情
ま
で
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
の
運
用
ま
で

の
足
が
か
り
と
し
て
今
回
の
よ
う
な
検

討
会
の
開
催
は
大
変
有
意
義
で
あ
り
、

認
識
の
深
ま
り
や
導
入
の
推
進
に
貢
献

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
当
署
で
は
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
等
の

有
効
活
用
に
よ
る
省
人
化
お
よ
び
作
業

の
効
率
化
を
目
指
し
、
今
後
も
検
討
会

等
を
開
催
し
、
建
設
現
場
の
生
産
性
の

向
上
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
現
場
環

境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

検討会の様子

スイングコントロール実演資材運搬
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〇
概
要

「
滑
床
渓
谷
」
は
、
愛
媛
森
林
管
理
署

管
内
、
宇
和
島
市
と
松
野
町
に
ま
た
が

る
滑
床
山
国
有
林
内
に
あ
り
、
足
摺
宇

和
海
国
立
公
園
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
滑
床
渓
谷
に
お
い
て
、
４
月

23
日
、
松
野
町
な
ど
が
主
催
す
る
山
開

き
神
事
が
あ
り
ま
し
た
。
新
緑
が
濃
さ

を
増
す
中
、
両
市
町
の
関
係
者
や
地
元

住
民
ら
約
40
人
が
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
入
山
者
の
安
全
と
観
光
振
興
を
祈
念

し
、
渓
谷
の
せ
せ
ら
ぎ
が
響
く
万
年
橋

か
ら
、
代
表
児
童
に
よ
る
体
長
５
〜
６

㎝
の
ア
マ
ゴ
稚
魚
の
放
流
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

地
元
、
松
野
町
内
２
小
学
校
の
４
年

生
児
童
で
構
成
さ
れ
る
「
森
の
国
緑
の

少
年
団
」
の
18
名
も
参
加
し
て
お
り
、

神
事
の
後
、
松
野
町
か
ら
の
依
頼
を
受

け
た
当
セ
ン
タ
ー
が
森
林
環
境
教
育
を

実
施
し
ま
し
た
。

「
滑
床
渓
谷
」

山
開
き
神
事
に
併
せ
て

森
林
環
境
教
育
を
実
施

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い 

推
進
セ
ン
タ
ー
〉

〇
恒
例
の
森
林
環
境
教
育

今
年
は
、「
滑
床
ア
ウ
ト
ド
ア
セ
ン

タ
ー
万
年
荘
」
で
、
当
セ
ン
タ
ー
所
長

が
自
作
の
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
、
森
林
の

は
た
ら
き
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
仕

事
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
箕
面(

み
の
お)

森
林
ふ
れ

あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
「
松
ぼ
っ
く
り
の
ふ
く
ろ
う
作

り
体
験
」
を
、
滑
床
渓
谷
の
自
然
や
森

林
を
感
じ
て
も
ら
う
取
り
組
み
と
し
て

行
い
ま
し
た
。
楽
し
く
作
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、
か
わ
い
い
ふ
く
ろ
う
が

出
来
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
取
材
も
来
て
お
り
、
活
動
の
様

子
は
後
日
、
南
予
地
域
で
放
映
さ
れ
ま

し
た
。

〇
お
わ
り
に

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
滑
床
の
自

然
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
地
元
の
児
童
に

森
林
環
境
教
育
を
通
し
て
引
き
続
き
伝

え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
に
は

安
全
で
快
適
に
利
用
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
巡
視
等
も
続
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

松ぼっくりのふくろう作り体験の様子

な
め
と
こ
け
い
こ
く

グリーン四国 № 1250
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４
月
１
日
付
け
で
東
北
森
林
管
理
局
山

形
森
林
管
理
署
か
ら
四
国
森
林
管
理
局
に

ま
い
り
ま
し
た
益
田
と
申
し
ま
す
。
今
年

の
桜
は
３
月
中
に
高
知
で
満
開
、
４
月
に

入
っ
て
か
ら
山
形
で
開
花
と
な
り
、
大
分

か
ら
山
形
に
異
動
し
た
４
年
前
は
２
度
で

き
た
花
見
も
今
年
は
お
あ
ず
け
と
な
り
ま

し
た
。
雪
国
か
ら
参
り
ま
す
と
南
国
土
佐

は
や
は
り
暖
か
く
、
職
場
へ
の
行
き
帰
り

に
見
る
木
々
の
緑
の
色
合
い
も
ま
た
違
っ

て
見
え
ま
す
。
四
国
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
す
が
、
義
父
母
が
香
川
県
（
綾
川
町
）

の
出
身
で
す
の
で
ご
縁
も
感
じ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。四

国
の
森
林
や
地
域
の
こ
と
を
あ
れ
こ

れ
学
ん
で
い
き
な
が
ら
、
地
域
と
の
連
携

を
通
じ
て
「
国
有
林
」
を
理
解
し
て
頂
け

る
方
が
増
え
て
い
く
よ
う
努
め
た
い
、
ま

た
、
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う

な
「
国
有
林
」
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
国
民
の
皆
様
か
ら
林
野
を
お
預
か

り
し
て
管
理
経
営
す
る
と
い
う
重
要
な
仕

事
を
ま
ず
は
日
々
「
ち
ゃ
ん
と
や
る
」
こ

と
、
同
時
に
「
ち
ゃ
ん
と
や
り
ま
し
た
」

と
し
っ
か
り
お
知
ら
せ
し
て
い
く
こ
と

が
、
地
域
か
ら
信
頼
感
と
親
近
感
を
得
て

い
く
上
で
重
要
と
考
え
ま
す
。

一
方
で
、「
ち
ゃ
ん
と
や
る
」、
つ
ま
り

は
業
務
を
的
確
か
つ
円
滑
に
世
間
か
ら
認

め
て
も
ら
え
る
水
準
で
実
行
す
る
の
は
簡

単
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
明
快
に
割
り
切
れ

な
い
問
題
も
多
い
中
、
ベ
ス
ト
で
な
く
て

も
せ
め
て
ベ
タ
ー
な
答
を
見
出
せ
な
い
か

と
、
い
わ
ゆ
る
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
を
通

じ
て
情
報
や
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
組
織

全
体
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
け
れ
ば
よ

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

話
が
そ
れ
ま
す
が
、「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

グリーン四国 № 1250

着任あいさつ

業務管理官　益田 健太

と
は
、
物
事
を
円
滑
に
進
め
る
上
で
組
織

の
中
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
大

事
で
す
が
、
上
司
に
対
す
る
部
下
の
義
務

と
い
う
よ
り
は
、「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
が

な
さ
れ
や
す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
が
本
来
の

文
脈
だ
そ
う
で
す
。
手
段
と
目
的
を
取
り

違
え
な
い
こ
と
も
含
め
心
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
仕
事
を
通
じ
て
地
域
の
期
待
に
応

え
て
い
く
に
は
自
ら
の
仕
事
や
職
場
に
意

味
や
愛
着
を
感
じ
ら
れ
る
か
も
大
事
で
す

し
、
一
度
き
り
の
人
生
、
苦
楽
は
あ
る
に

し
て
も
公
私
含
め
日
々
楽
し
く
過
ご
せ
る

の
が
何
よ
り
で
す
。
心
理
的
安
全
性
が
確

保
さ
れ
た
風
通
し
よ
く
明
る
い
職
場
づ
く

り
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
重

ね
て
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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４
月
１
日
付
で
四
国
森
林
管
理
局
総
務

企
画
部
長
を
拝
命
し
た
神
崎
で
す
。

３
月
ま
で
九
州
森
林
管
理
局
大
隅
森
林

管
理
署
に
勤
務
し
て
お
り
、そ
れ
以
前
は
、

林
野
庁
と
東
北
森
林
管
理
局
管
内
の
署
等

で
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
四
国
局
で
の
勤

務
は
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

着
任
し
て
一
箇
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

ま
だ
、
４
月
に
公
表
し
た
令
和
６
年
度
の

「
四
国
森
林
管
理
局
の
重
点
取
組
事
項
」

等
を
見
な
が
ら
、
四
国
局
の
公
益
重
視
の

管
理
経
営
の
取
組
の
大
ま
か
な
状
況
に
つ

い
て
、
少
し
理
解
が
で
き
た
程
度
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
各
署
等
の
現
場
に
出
向
い

て
、
実
際
に
取
り
組
み
を
見
て
理
解
を
深

め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。

初
め
に
、「
新
し
い
林
業
」
実
現
に
向

け
た
取
組
み
を
始
め
、
多
様
化
す
る
森
林

に
対
す
る
国
民
か
ら
の
要
請
等
に
答
え
て

い
く
た
め
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
な
状

態
で
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

日
々
作
業
環
境
が
変
わ
る
現
場
で
の
災

害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
規
則
や
基
準
等

は
絶
対
に
守
り
、
特
に
、
近
年
の
災
害
の

発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
作
業
環
境
の
的
確

な
把
握
や
基
本
動
作
の
遵
守
に
努
め
る
安

全
・
安
心
な
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
場
環
境
や
業
務
内
容
の
変
化

等
に
よ
り
心
が
不
健
康
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
自
ら
ま
た
は
同
僚
の
心
が
不
健

康
に
な
り
そ
う
だ
と
感
じ
た
場
合
に
は
速

や
か
に
相
談
で
き
る
、
風
通
し
の
良
い
明

る
い
職
場
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
た
い
と

着任あいさつ

総務企画部長　神崎 弘治

考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
組
織
や
個
人
の
不
祥
事
が
発
生

す
る
と
国
有
林
野
事
業
に
対
す
る
国
民
の

信
頼
を
大
き
く
損
い
ま
す
。
法
令
や
通
知

等
に
基
づ
い
た
業
務
の
遂
行
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
利
害
関
係
者
と
の
対
応
や
車
の

運
転
等
も
含
め
、
常
に
公
務
員
と
し
て
の

自
覚
を
も
っ
て
、
国
民
の
疑
惑
や
不
信
を

招
く
よ
う
な
行
動
は
慎
む
な
ど
綱
紀
の
保

持
や
服
務
規
律
の
遵
守
に
も
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
限
り
あ
る
人
員
で
多
様
化
す

る
業
務
を
進
め
る
た
め
に
は
、
業
務
の
効

率
化
・
簡
素
化
も
必
要
で
す
。
積
極
的
に

事
務
・
業
務
改
善
に
取
り
組
み
、
仕
事
も

仕
事
以
外
の
生
活
も
充
実
さ
せ
ら
れ
る
や

り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に
も
取
り
組

む
考
え
で
す
。

以
上
、
内
向
き
の
内
容
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
な
が

ら
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
組
織
・
体
制
と

な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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グリーン四国 № 1250

新規採用者の紹介

❶愛媛県西条市
❷旅行、ゲーム、植物調査
❸大学では植物生態学を学んでい
ました｡これまでの経験を生かし
つつ､森林、林業のことをさらに
勉強しながら仕事に取り組んで
いきたいと思っています｡まずは､
基礎的なところをしっかり身に着
けたいです｡１つ１つ一生懸命頑
張りますので､どうぞよろしくお
願いいたします｡

① 出身地
② 趣味・特技
③ 社会人になっての抱負

計画課
渡部　雄貴

❶高知県高知市
❷サッカー、ゲーム
❸社会人になってまだまだ分から
ないことがたくさんありますが、
いち早く職場の雰囲気に慣れて
皆さんの役に立てるように頑
張っていきたいと思います。

香川所
岡　慎之助

❶北海道札幌市
❷料理、イラスト作成、家庭菜園
❸大学で学んだ知識（土砂災害や
リモートセンシングなど）が最も
生かせると思い、また内々定後に
旅した四国の自然に魅力を感じ、
四国配属を志望いたしました。
　まずは仕事を覚え、少しでも早く
お力になれるよう頑張りますの
で、ご指導ご鞭撻のほどよろしく
お願いいたします。

徳島署
林田　健太郎

❶愛媛県八幡浜市
❷自転車、旅行、音楽鑑賞
❸行政区分からの採用なので林業
についてはゼロからのスタートで
すが、失敗を恐れず何事にも取
り組むことで、自分の中の知識を
増やしていきたいと思っていま
す。ご指導ご鞭撻のほどお願い
いたします。

愛媛署
井上　菜南

❶高知県四万十市
❷ソフトボール、スポーツ観戦、
ドライブ、釣り
❸高校では林業について学んでおらず知
識がないため積極的に学んでいきたい
です。持ち前の明るさと素直さを武器
に成長していきたいと思います。愛媛
署の先輩方や林業に携わる方々とより
良い森林にしていきたいです。わから
ないこともたくさんあり迷惑をかける
かと思いますがよろしくお願いします。

愛媛署
村松　虎次

❶兵庫県宝塚市
❷コナンを見ること、イラストロ
ジックパズルを解くこと、歩く
こと
❸社会人になりたてで、分からな
いことばかりですが、様々な知
識や経験を積んで一日でも早く
一人前になれるよう精進します。
ご指導のほど、よろしくお願い
します。

四万十署
今若　舞

❶高知県四万十市
❷ラジオ、音楽鑑賞
❸様々な山を見て回り、販売やシ
ステムを理解して一人前の社会
人になりたいです。

四万十署
伊勢脇　凰雅

❶高知県長岡郡本山町
❷食べること。ショッピング
❸１年目で分からないことだらけ
ですが、たくさん学んで吸収し、
楽しく仕事を覚えていきたいで
す。

嶺北署
髙石　涼奈

❶高知県高岡郡佐川町
❷ソフトボール・野球観戦
❸今まで学校で森林や林業につい
て学んだ経験がなく、一人暮ら
しの経験もほとんどないので、
公私ともに早く慣れるようにし
ていきたいです。また、社会人
として責任感を持って行動がで
きるように日々精進していきた
いです。

高知中部署
大山　秀太

❶香川県
❷旅行、ゲーム
❸仕事も遊びもどっちも充実する
よう頑張りたい。

安芸署
谷口　涼音

❶高知県高知市
❷趣味　サッカー、フットサル
　　　　ゲーム､お笑いを見ること
　特技　リフティング
❸一人暮らしや、仕事をこなせる
かが不安で仕方ないですが、い
ろいろな人との関わりを大切に
し、様々なことに積極的にチャ
レンジしていきたいと思います。

安芸署
久保　惺夢

❶高知県高知市
❷水引細工の創作、テニス、サッ
カー観戦、旅行
❸社会人経験は長いですがこれま
でとは違った業務も多く、新た
な気持ちで取り組んでいます。
森林、林業に関して知識がない
ため一から勉強して知識を深め
て、いろいろなことにチャレン
ジしたいです。ご指導のほど、
よろしくお願いいたします。

計画課
松本　由佳

❶高知県高知市
❷旅行・買い物
❸異なる業種からの転職で、右も
左も分からない状態ですが、日々
学び１日でも早く貢献できる人
材となれるよう精一杯努めます。
　ご迷惑をおかけすることもある
と思いますが、ご指導のほどよ
ろしくお願いいたします。

治山課
小笠原　有唯

❶徳島県
❷サウナ巡り
❸人のために、しっかりと汗をか
きたいです。

森林整備課
横田　弘志

❶高知県高岡郡四万十町
❷ルアーフィッシング
❸聞いた事の無い言葉やシステムに
苦戦していますが、業務内容を早
く覚えて課のお役に立てるように
日々精進していきたいと思ってい
ます。また、様々な場所を巡り、
新たな取組みや地域に合わせた取
組み、現場の進め方などを学んで
みたいです。まだまだわからない
事ばかりで、ご迷惑をお掛けしま
すがよろしくお願いいたします。

資源活用課
藤本　悠平

❶高知県宿毛市
❷ドラマを見ること
❸新しいことばかりで新鮮な毎日
ですが、周りの方々に助けてい
ただきながら楽しく仕事をさせ
てもらっています。少しでも早
く業務を覚え、日々自分にでき
るベストを尽くしていきたいと
思います。よろしくお願いいた
します。 

技術普及課
岩本　恵美
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グリーン四国 № 1250

入林される皆様への注意事項

称　名 住　所 TEL
四国森林管理局
徳島森林管理署
愛媛森林管理署
四万十森林管理署
嶺北森林管理署

高知中部森林管理署
安芸森林管理署

香川森林管理事務所

高知県高知市丸ノ内1－3－30
徳島県徳島市川内町鶴島239-1
愛媛県松山市朝美2-6-32
高知県四万十市中村丸の内1707-34
高知県長岡郡本山町本山850
高知県香美市物部町大栃1539
高知県安芸市川北乙1773-6
香川県高松市上之町2-8-26

088-821-2210
088-637-1230
089-924-0550
0880-34-3155
0887-76-2110
0887-58-3131
0887-34-3145
087-866-6622

 登山は自己責任です。天候や登山情報を確認し、十分な装備で入山してください。 また、ご家族へ行き先を
告げるとともに、登山目的地を管轄する警察署等へ登山計画書を提出してください。 国有林に入林する際には、
以下の事項について注意してください。 
①草木やキノコなどを採らないでください。
②自然保護などのために立入禁止になっている箇所へは入らないでください。 
③ゴミは持ち帰りましょう。 ④枯木や枯れ枝は危険ですので、近寄らないでください。  
⑤タバコなど火の取扱いには十分注意してください。 
⑥林道は未舗装箇所が多数あります。通行の際はご注意ください。

凡　例

国有林野

森林管理局 山

山森林管理署(所)
・センター

四国森林管理局・署(所)
お問い合わせ先
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